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は
じ
め
に

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
に
近
世
教
育
遺
産
群
と
し
て
足
利

学
校
が
ほ
か
の
三
か
所
と
と
も
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
足
利
学
校

は
、
か
つ
て
本
誌
二
二
三
号
に
て
紹
介
し
た
と
お
り
、
中
世
に
活
躍
し
た

教
育
機
関
で
あ
る
が
、
近
世
に
お
い
て
は
寺
院
と
し
て
扱
わ
れ
、
特
に
教

学
機
能
に
関
し
て
は
、
消
滅
状
態
で
あ
る
と
い
う
の
が
今
ま
で
の
評
価
で

あ
っ
た
。
足
利
学
校
の
近
世
教
育
遺
産
と
し
て
の
評
価
は
、
古
代
・
中
世

の
儒
学
の
学
灯
を
近
世
に
伝
え
た
教
育
機
関
と
い
う
点
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
事
象
で
あ
る
が
、
近
世
の

教
学
機
能
に
つ
い
て
も
、
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

近
世
中
後
期
の
足
利
学
校
に
は
、
足
利
学
校
庠
主
（
幕
府
か
ら
任
命
さ

れ
る
学
校
責
任
者
）
が
記
録
し
た
『
足
利
学
校
記
録
』（
以
下
単
に
『
記

録
』
と
略
す
）
と
い
う
全
九
十
二
冊
の
史
料
が
あ
る
。
倉
澤
昭
壽
氏
は
、

『
記
録
』
全
冊
を
十
五
年
以
上
か
け
て
翻
刻
し
た
（
倉
澤
二
〇
〇
三
）。

本
論
で
は
、『
記
録
』
の
な
か
に
残
る
教
学
機
能
と
思
わ
れ
る
も
の
を

抽
出
し
て
、
考
察
す
る
。
な
お
和
暦
年
月
日
条
を
表
記
し
た
部
分
は
、
全

て
『
記
録
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

一
　
寺
社
奉
行
か
ら
の
「
足
利
学
校
」
に
関
す
る
お
尋
ね

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
十
月
頃
に
寺
社
奉
行
の
松
平
和
泉
守
か
ら
金

地
院
（
足
利
学
校
の
触
頭
）
へ
足
利
学
校
に
関
す
る
お
尋
ね
が
出
さ
れ
て

い
る
。
彼
と
し
て
は
、
足
利
郷
の
学
校
は
、
臨
済
宗
の
寺
院
な
の
に
、
単

に
学
校
と
呼
ば
れ
山
号
・
寺
名
が
な
い
こ
と
を
、
疑
問
に
思
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
金
地
院
で
は
、
当
た
り
障
り
の
な
い
よ
う
に
答
え
て
お
り
、
寺

社
奉
行
が
果
た
し
て
納
得
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
直
後
の
天

明
七
年
十
一
月
二
十
五
日
条
の
「
奉
願
上
覚
」
は
、
建
物
修
復
だ
け
で
な

く
、
学
徒
扶
持
の
願
い
も
出
し
て
い
る
の
で
、
寺
社
奉
行
と
し
て
は
、
事

前
に
学
問
所
と
し
て
の
状
況
・
機
能
を
把
握
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

そ
の
お
尋
ね
や
「
奉
願
上
覚
」
か
ら
当
時
の
足
利
学
校
の
状
況
や
目
指

す
と
こ
ろ
が
み
え
て
く
る
。
多
少
な
り
と
も
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
古
来
の
学
校
で
は
学
徒
ら
を
広
く
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
が
世
間
に

知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
今
で
も
多
く
の
希
望
者
が
い
る
が
、
と
て
も

養
っ
て
い
け
な
い
の
で
断
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
読
み
取
れ
る
。
即
ち
、
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当
時
の
状
況
と
し
て
は
学
校
と
い
う
施
設
名
称
で
あ
る
が
、
学
問
所
と
し

て
希
望
す
る
学
徒
全
て
を
常
に
受
け
入
れ
て
、
定
期
的
に
講
義
が
行
わ
れ

る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
。

二
　
足
利
学
校
の
講
義

（
一
）『
記
録
』
に
で
て
く
る
講
義
と
書
籍

既
に
先
学
も
述
べ
て
い
る
が
、
講
義
に
使
用
し
た
書
籍
は
『
詩
経
』

『
古
文
評
林
』『
孝
経
』『
大
学
』『
三
体
詩
』『
論
語
』『
古
文
』『
古
文
後

集
』『
七
才
集
』『
荘
子
』『
唐
詩
選
』『
文
章
規
範
』『
曹
洞
宗
古
文
発
起

故
』
が
あ
り
、『
詩
経
』『
孝
経
』『
大
学
』『
論
語
』（
以
上
儒
学
経
典
）、

『
荘
子
』（
道
教
経
典
）
の
ほ
か
は
、
漢
詩
や
漢
文
章
作
成
の
教
科
書
で
あ

る
。
特
に
『
古
文
』（
真
宝
）
や
『
三
体
詩
』
は
禅
僧
に
愛
読
さ
れ
た
。

近
世
初
期
の
十
世
庠
主
寒
松
の
学
問
の
内
容
を
書
籍
か
ら
調
べ
た
倉
澤
氏

に
よ
れ
ば
、
寒
松
の
学
問
と
し
て
仏
書
・
儒
書
・
国
書
・
兵
学
・
医
学
・

漢
詩
文
を
あ
げ
て
お
り
、
足
利
学
校
の
近
世
中
後
期
の
講
義
書
籍
に
比
べ

て
、
種
類
・
量
と
も
に
凌
駕
し
幅
広
い
学
問
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

（
倉
澤
二
〇
一
一
）、
近
世
初
期
ま
で
は
、
中
世
後
期
の
足
利
学
校
の
学
風

を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
講
義
形
態

通
常
、
一
対
多
数
の
講
義
形
態
で
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
二
月
五

日
条
で
は
三
三
名
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
二
月
三
日
条
で
は
一
九
名

（
1
）

で
あ
り
、
概
ね
こ
の
位
の
人
数
で
あ
ろ
う
。
講
義
場
所
は
記
載
が
な
い
の

で
不
明
で
あ
る
が
、
方
丈
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
孔
子
堂
（
大

成
殿
）
を
学
問
所
と
呼
称
し
て
お
り
（
寛
政
十
三
年
〈
一
八
〇
一
〉
二
月

二
十
九
日
条
）、
孔
子
堂
も
教
場
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
ま

た
、
少
人
数
の
と
き
は
書
院
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
足
利

学
校
の
講
義
は
「
計
画
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
同
様
に
林
家
学
問
所
で
も
当
初
は
不
定
期
で
あ

っ
た
（
海
原
一
九
七
九
）。

詩
句
会
は
、
足
利
学
校
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
講
義
の
一
形

態
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
昌
平
坂
学
問
所
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
稽

古
所
に
は
諸
会
業
と
し
て
会
読
・
輪
講
・
詩
会
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
な
か

の
詩
会
は
詩
文
科
の
課
業
（
割
当
て
た
学
科
）
で
、
課
業
日
数
は
毎
月
一

回
で
あ
る
（
海
原
一
九
七
九
）。

ほ
か
に
一
例
で
あ
る
が
、
足
利
学
校
で
初
心
者
の
学
習
形
態
で
あ
る
素

読
の
例
が
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
四
月
二
十
三
日
条
に
「
上
州
板
鼻
在

斧
三
郎
入
門
詩
経
素
読
初
」
と
あ
る
。

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
学
問
所
で
あ
る
昌
平
坂
学
問
所
と
の
諸
会
業
の

違
い
は
種
類
と
回
数
の
多
さ
で
、
こ
れ
は
そ
の
施
設
の
経
済
的
理
由
に
よ

る
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
学
徒
扶
持
を
得
ら
れ
な
い
足
利
学
校
と
し
て
は
、
定
期
的
に
講

義
を
開
設
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
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（
三
）
学
習
者

①
寄
宿
生
（
住
み
込
み
で
学
ぶ
も
の
）

『
記
録
』
に
残
る
人
別
調
査
に
は
、
境
内
の
僧
侶
は
四
～
五
名
、
俗
人

は
三
～
四
名
が
居
住
と
あ
る
。
僧
侶
は
、
庠
主
の
ほ
か
、
三
～
四
名
の
庠

主
の
弟
子
（
役
僧
等
と
記
載
。
な
か
に
は
直
弟
子
で
な
い
が
、
修
行
・
学

問
の
た
め
に
居
住
し
て
い
る
者
も
い
た
と
思
わ
れ
る
）
と
、
常
時
で
は
な

い
が
隠
居
の
僧
侶
が
い
た
。
俗
人
は
三
～
四
名
が
常
住
し
て
い
た
が
、
二

～
三
名
は
小
者
で
庫
裡
に
付
属
し
た
小
者
部
屋
に
居
住
し
て
お
り
、
残
り

の
〇
～
二
名
が
俗
人
の
寄
宿
生
と
で
も
い
え
る
人
々
で
、
学
寮
に
住
ん
で

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
住
み
込
み
の
学
習
者
（
寄
宿
生
）
が
常
時
で
は

な
い
が
、
僧
俗
と
も
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
三
月
条
に
「
御
門
村
学
童
木
邑
連
寿
」
と

あ
り
、
学
童
が
境
内
あ
る
い
は
役
人
屋
敷
に
住
み
込
み
で
、
勉
学
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
通
学
生

講
義
に
出
席
し
て
い
る
者
の
身
分
・
職
業
と
し
て
は
、
明
和
四
年
二
月

五
日
、
明
和
五
年
二
月
三
日
条
に
、
僧
侶
・
足
利
藩
士
（
陣
内
の
衆
）・

医
師
・
町
民
な
ど
の
記
載
が
み
え
る
。
一
回
限
り
の
人
も
い
る
で
あ
ろ
う

が
、
そ
う
し
た
人
々
は
通
学
生
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

③
学
習
者
の
呼
称

『
記
録
』
に
で
て
く
る
呼
称
と
し
て
は
、
筆
弟
（
寛
政
十
一
年
〈
一
七

（
2
）

（
3
）

九
九
〉
九
月
十
三
日
条
「
詩
会
筆
弟
共
」）
を
は
じ
め
と
し
て
、
門
弟

子
・
弟
子
・
烏
帽
子
子
・
門
人
・
学
校
書
生
な
ど
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
詩

句
会
に
出
席
し
た
り
、
庠
主
の
葬
儀
に
参
列
し
た
り
、
初
午
の
行
事
に
参

加
し
て
い
る
。

三
　
学
徒
扶
持
に
つ
い
て

幕
府
が
学
徒
扶
持
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
既
に
倉
澤
氏
が
述
べ
て
い
る

（
倉
澤
二
〇
一
一
）。
具
体
的
に
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
三
月
二
日

条
「
奉
願
上
覚
」
や
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
十
一
月
二
十
五
日
条
「
奉

願
上
覚
」
な
ど
に
、
学
徒
扶
持
の
請
願
が
み
ら
れ
、
天
明
八
年
（
一
七
八

八
）
四
月
二
十
一
日
条
で
は
、
寺
社
奉
行
の
指
摘
に
対
し
、
学
徒
扶
持
の

必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
。『
記
録
』
に
は
そ
れ
に
対
す
る
寺
社
奉
行
か

ら
の
拒
絶
の
記
載
は
な
い
が
、
そ
の
後
扶
持
を
受
け
た
と
の
記
載
も
な
い

の
で
拒
絶
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

扶
持
に
つ
い
て
、
倉
澤
氏
は
、「
願
い
を
幕
府
は
受
け
付
け
な
か
っ
た
。

足
利
学
校
は
そ
の
使
命
を
果
た
し
た
文
化
遺
産
と
し
て
の
存
在
の
意
義
を

認
め
る
に
終
わ
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
倉
澤
二
〇
一
一
）。
一
方
、
結
城

陸
郎
氏
は
「
学
徒
扶
持
は
十
九
世
実
巌
時
代
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
記

述
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
を
開
示
し
て
い
な
い
（
結
城
一

九
八
七
）。

と
も
あ
れ
、
官
許
学
問
所
で
も
学
徒
扶
持
は
出
し
て
お
ら
ず
、
扶
持
の
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支
給
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
管
見
で
は
、
直
轄
学
校
と
な
る
六
年
前

の
昌
平
坂
学
問
所
で
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
お
座
敷
講
釈
に
百
人
扶
持
、

林
家
家
塾
に
三
〇
人
扶
持
が
支
給
さ
れ
た
以
外
は
、
み
う
け
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
幕
末
期
の
天
領
で
は
、
奉
行
所
が
堺
郷
学
所
専
属
を
士
分
に
取

り
立
て
て
い
る
例
が
あ
る
（
稲
垣
二
〇
〇
三
）。
こ
れ
は
教
師
に
対
し
て

扶
持
を
支
給
し
て
い
る
例
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

四
　
学
習
の
場
を
主
と
し
た
教
学
施
設

（
一
）
学
寮

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
七
月
三
十
日
条
に
は
、「
上
州
板
鼻
在
斧
三

郎
学
寮
拝
借
素
読
十
一
月
帰
国
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
学
習
の
た
め
に
学

寮
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
学
寮
に
寄
宿
し
て
、
庠
主
や
役
僧
・

隠
居
僧
、
と
き
に
は
足
利
学
校
役
人
に
素
読
を
学
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

足
利
学
校
に
お
い
て
は
断
続
的
に
、
学
寮
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
衆
寮　

江
戸
時
代
を
通
し
て
常
に
一
棟
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
結
城

一
九
八
七
）。
足
利
学
校
で
は
、
衆
寮
は
学
寮
と
使
い
分
け
が
で
き
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。『
記
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
衆
寮
は
僧
籍

者
の
寄
宿
舎
で
あ
り
、
学
寮
が
置
か
れ
て
い
な
い
時
期
は
俗
人
学
習
者
も

寄
宿
舎
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。

（
三
）
孔
子
堂
（
大
成
殿
）

既
に
述
べ
た
が
、
孔
子
堂
が
学
問
所
と
称
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
孔
子

堂
は
中
心
的
堂
宇
で
あ
る
が
多
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
中
世
か
ら
の
機
能
未
分
化
（
祭
殿
と
教
場
）
が
そ
の
ま
ま
引
き

続
い
て
し
ま
っ
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
四
）
文
庫

学
習
書
籍
の
保
管
・
管
理
の
場
で
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
常
に
存

在
し
て
い
た
。
ま
た
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
孔
子
堂
の
東
側
か
ら

南
方
へ
五
間
程
移
転
し
、
二
間
×
二
間
か
ら
二
間
×
四
間
に
規
模
を
拡
大

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
書
籍
の
収
蔵
を
倍
増
で
き
る
と
と
も
に
、
方
丈
庫
裡

書
院
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
書
籍
保
存
・
管
理
上
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

─
足
利
学
校
は
郷
校
か

近
世
の
足
利
学
校
は
、
幕
府
か
ら
は
寺
社
奉
行
管
轄
の
寺
社
扱
い
と
な

り
、
庠
主
が
臨
済
宗
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
山
で
は
な
い
が
、
ほ

か
の
関
東
の
臨
済
宗
寺
院
と
同
様
に
金
地
院
を
触
頭
と
し
て
い
る
の
が
当

時
の
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
徳
川
家
康
か
ら
与
え
ら
れ
た
百
石
の
御
朱

印
状
に
は
「
学
に
勤
め
怠
慢
有
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
り
（
中
村
一
九
五

九
）、
寺
院
活
動
に
対
し
て
の
、
例
え
ば
徳
川
家
菩
提
の
た
め
と
か
、
誰

そ
れ
の
供
養
の
た
め
と
か
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
日
頃
の
「
勤
学
」

の
成
果
を
、
将
軍
へ
の
年
筮
献
上
と
み
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
て
み
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る
と
、
易
学
を
は
じ
め
と
し
て
学
術
的
知
識
を
以
て
家
康
に
貢
献
し
た
九

世
庠
主
三
要
ゆ
か
り
の
施
設
へ
御
朱
印
百
石
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、「
勤
学
」
の
た
め
の
百
石
の
扶
持
と
は
、
教
学
（
学
を
教
え
る
こ
と
）

と
い
う
よ
り
、
そ
の
学
術
的
知
識
の
大
本
と
な
る
、
中
世
か
ら
守
ら
れ
て

き
た
足
利
学
校
所
蔵
漢
籍
を
維
持
す
る
た
め
の
扶
持
と
理
解
し
た
い
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
の
足
利
学
校
関
係
者
は
、
施
設
の
性
格
と
し
て
は
、

学
校
（
教
学
機
関
と
し
て
の
）
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
か
、
執
拗
に
寺
社
奉
行
に
学
徒
扶
持
を
請
願
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
徒
の
世
話
を
金
地
院
へ
は
頼
ろ
う
と
は
し
な
い
。
加
え
て
、
談
林
・
談

義
所
な
ど
の
寺
院
学
校
的
呼
称
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。
臨
済
宗
の
組

織
に
頼
ら
ず
、
学
徒
に
負
担
を
か
け
ず
に
、
貧
富
の
差
な
く
誰
に
で
も
学

ぶ
機
会
を
与
え
る
開
か
れ
た
教
学
活
動
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
,
足
利

学
校
の
使
命
で
あ
る
か
の
よ
う
な
振
舞
で
あ
る
。

足
利
学
校
は
、
責
任
者
（
庠
主
）
が
僧
侶
の
寺
院
的
施
設
で
あ
る
が
、

学
問
的
に
は
仏
教
教
団
か
ら
は
距
離
を
置
い
て
お
り
、
幕
府
の
公
的
・
官

的
支
援
で
、
武
士
・
庶
民
に
か
か
わ
ら
ず
に
教
学
活
動
を
行
う
も
の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
郷
学
（
郷
校
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
中
後
期

の
『
記
録
』
か
ら
み
る
状
況
は
、
庠
主
個
人
の
努
力
で
教
学
活
動
を
し
て

お
り
、
そ
の
経
営
形
態
と
し
て
は
寺
子
屋
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
中
世
的
寺
子

屋
）
で
あ
り
、
そ
の
一
端
は
近
世
前
期
の
紀
行
文
な
ど
か
ら
も
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）

ま
た
、
足
利
学
校
の
学
習
者
は
、
平
野
郷
町
の
含
翠
堂
（
享
保
二
年

〈
一
七
一
七
〉
設
立
の
郷
校
）
の
よ
う
に
年
少
者
を
中
心
と
す
る
も
の
と

一
般
成
人
を
対
象
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
し
て
み
る
と
経
営
主
体
が
庠
主

個
人
と
い
う
経
営
形
態
で
は
あ
る
も
の
の
、
郷
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
近
い

教
学
機
能
を
有
し
て
い
た
と
、
現
時
点
で
は
想
定
し
た
い
。

註（１
）　

川
瀬
一
馬
一
九
七
四
、
結
城
陸
郎
一
九
八
七
、
柏
瀬
順
一
二
〇
〇

〇
、
倉
澤
昭
壽
二
〇
一
一
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

（
2
）　

十
七
世
庠
主
千
渓
の
よ
う
に
生
前
引
退
し
た
場
合
は
境
内
の
隠
寮

等
の
建
物
で
余
生
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
二
十
一
世
庠
主
太

嶺
の
よ
う
に
外
へ
出
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
外
の
寺
か
ら
隠
居

僧
と
し
て
入
居
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（
3
）　

足
利
市
指
定
重
要
文
化
財
「
境
内
総
坪
数
並
諸
建
立
物
絵
図
」（
寛

政
年
間
製
作
）
に
は
庫
裡
の
南
東
部
に
突
き
出
る
よ
う
に
し
て
小
者

部
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
4
）　

地
方
の
若
者
が
遠
方
の
談
林
で
、
僧
侶
と
な
る
た
め
の
教
育
を
受

け
る
に
は
、
経
済
的
負
担
が
相
当
な
も
の
で
、「
実
家
が
学
費
を
負

担
」
し
た
り
、「
国
元
の
師
僧
や
何
ら
か
の
支
援
者
が
そ
れ
を
負
う

こ
と
も
あ
っ
た
」
よ
う
で
あ
る
（
梶
井
二
〇
〇
七
）。
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